
(57)【要約】

【課題】内視鏡システム内の医療機器又はＡＶ機器の電

源を安全にオフするように制御できる手術システム及び

その制御方法を提供すること。

【解決手段】内視鏡システム３の医療機器群１０１はリ

レー１０５に接続され、このリレー１０５に接続した電

源コンセント１０６によって電源が供給される。ＡＶコ

ントローラ１０２はコマンド入力手段１２０Ａを介して

機器の電源オフに基づくデータ退避処理コマンドが入力

されると、システムコントローラ２２と通信を行うこと

により、システムコントローラ２２又はＡＶコントロー

ラ１２０に接続される機器の内、データ退避処理が必要

な機器の有無を検出する。そして、ＡＶコントローラ１

２０はデータ退避処理が必要な機器が有ればこの機器に

対してデータ退避処理を行わせた後、データ退避処理を

終了したか否かを判断し、終了したら該当する機器の電

源をオフさせる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 医 療 機 器 を 含 む 第 １ の 機 器 群 を 制 御 す る 第 １ の コ ン ト ロ ー ラ と 、
　 視 聴 覚 機 器 を 含 む 第 ２ の 機 器 群 を 制 御 す る 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ と 、
　 前 記 第 １ の 機 器 群 と 前 記 第 ２ の 機 器 群 の 少 な く と も 一 方 の 任 意 の 機 器 の 電 源 を オ フ さ せ
る た め の 指 示 を 前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ に 入 力 す る 指 示 入 力 手 段 と 、
　 を 具 備 し 、
　 前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ は 、
　 前 記 指 示 入 力 手 段 に よ り 前 記 第 １ の 機 器 群 と 前 記 第 ２ の 機 器 群 の 少 な く と も 一 方 の 任 意
の 機 器 の 電 源 を オ フ さ せ る た め の 指 示 が 入 力 さ れ た と き に 、 前 記 第 １ の コ ン ト ロ ー ラ と 通
信 を 行 う こ と に よ り 、 前 記 第 １ の 機 器 群 の 内 、 デ ー タ を 退 避 さ せ る デ ー タ 退 避 処 理 が 必 要
な 機 器 の 有 無 を 検 出 す る 退 避 処 理 機 器 検 出 手 段 と 、
　 前 記 退 避 処 理 機 器 検 出 手 段 に よ り 前 記 デ ー タ 退 避 処 理 が 必 要 な 機 器 及 び 前 記 第 ２ の 機 器
群 の 内 、 前 記 デ ー タ 退 避 処 理 が 必 要 な 機 器 が 検 出 さ れ た と き 、 前 記 必 要 な 機 器 に 対 し て デ
ー タ 退 避 処 理 を 行 わ せ る デ ー タ 退 避 処 理 指 示 手 段 と 、
　 前 記 デ ー タ 退 避 処 理 指 示 手 段 に よ り 前 記 デ ー タ 退 避 処 理 を 終 了 し た か 否 か を 判 断 す る 退
避 処 理 終 了 機 器 判 断 手 段 と 、
　 前 記 退 避 処 理 終 了 機 器 判 断 手 段 に よ り 前 記 デ ー タ 退 避 処 理 が 終 了 し た こ と を 判 断 し た 前
記 必 要 な 機 器 の 電 源 を オ フ す る 処 理 手 段 と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 手 術 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 処 理 手 段 は 、 前 記 退 避 処 理 終 了 機 器 判 断 手 段 に よ り 前 記 デ ー タ 退 避 処 理 を 終 了 し た
こ と を 判 断 し た と き に 、 デ ー タ 退 避 処 理 を 終 了 し た 全 て の 機 器 の 電 源 を 、 同 時 に 又 は 順 次
オ フ す る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 手 術 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ は 、 所 定 の 時 間 内 に デ ー タ 退 避 処 理 が 終 了 し て い な い と 判 断 し
た と き に 、 告 知 す る た め の 音 声 信 号 と 表 示 信 号 と の い ず れ か 一 方 を 出 力 す る 告 知 手 段 を 有
し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 手 術 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 医 療 機 器 を 含 む 第 １ の 機 器 群 を 制 御 す る 第 １ の コ ン ト ロ ー ラ と 、 視 聴 覚 機 器 を 含 む 第 ２
の 機 器 群 を 制 御 す る 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ と 、 前 記 第 １ の 機 器 群 と 前 記 第 ２ の 機 器 群 と の 少
な く と も 一 方 の 任 意 の 機 器 の 電 源 を オ フ さ せ る た め の 指 示 を 前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ に 入
力 す る 指 示 入 力 手 段 と 、 を 有 す る 手 術 シ ス テ ム の 制 御 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ が 、 前 記 指 示 入 力 手 段 に よ り 前 記 第 １ の 機 器 群 と 前 記 第 ２ の 機
器 群 の 少 な く と も 一 方 の 任 意 の 機 器 の 電 源 を オ フ さ せ る た め の 指 示 が 入 力 さ れ た と き に 、
前 記 第 １ の コ ン ト ロ ー ラ と 通 信 を 行 う こ と に よ り 、 前 記 第 １ の 機 器 群 の 内 、 デ ー タ を 退 避
さ せ る デ ー タ 退 避 処 理 が 必 要 な 機 器 の 有 無 を 検 出 す る 退 避 処 理 機 器 検 出 手 順 と 、
　 前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ が 、 前 記 退 避 処 理 機 器 検 出 手 段 に よ り 前 記 デ ー タ 退 避 処 理 が 必
要 な 機 器 及 び 前 記 第 ２ の 機 器 群 の 内 、 前 記 デ ー タ 退 避 処 理 が 必 要 な 機 器 が 検 出 さ れ た と き
、 前 記 必 要 な 機 器 に 対 し て デ ー タ 退 避 処 理 を 行 わ せ る デ ー タ 退 避 処 理 指 示 手 順 と 、
　 前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ が 、 前 記 デ ー タ 退 避 処 理 指 示 手 段 に よ り 前 記 デ ー タ 退 避 処 理 を
終 了 し た か 否 か を 判 断 す る 退 避 処 理 終 了 機 器 判 断 手 順 と 、
　 前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ が 、 前 記 退 避 処 理 終 了 機 器 判 断 手 段 に よ り 前 記 デ ー タ 退 避 処 理
が 終 了 し た こ と を 判 断 し た 前 記 必 要 な 機 器 の 電 源 を オ フ す る 処 理 手 順 と 、
　 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 手 術 シ ス テ ム の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 処 理 手 順 は 、 前 記 退 避 処 理 終 了 機 器 判 断 手 段 に よ り 前 記 デ ー タ 退 避 処 理 を 終 了 し た
こ と を 判 断 し た と き に 、 デ ー タ 退 避 処 理 を 終 了 し た 全 て の 機 器 の 電 源 を 、 同 時 に 又 は 順 次
オ フ す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 手 術 シ ス テ ム の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
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　 前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ が 、 所 定 の 時 間 内 に デ ー タ 退 避 処 理 が 終 了 し て い な い と 判 断 し
た と き に 、 告 知 す る た め の 音 声 信 号 と 表 示 信 号 と の い ず れ か 一 方 を 出 力 す る 告 知 手 順 を 有
し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 手 術 シ ス テ ム の 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 医 療 機 器 を 含 む 第 １ の 機 器 群 を 制 御 す る シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ と 、 視 聴 覚 機
器 を 含 む 第 ２ の 機 器 群 を 制 御 す る Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ と を 有 す る 手 術 シ ス テ ム 及 び そ の 制 御
方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 各 種 の 医 療 機 器 は 、 医 療 技 術 の 発 展 と 共 に 豊 富 と な り 、 そ の 機 能 も 充 実 傾 向 に あ
る 。 各 種 医 療 機 器 は 、 電 気 メ ス 装 置 、 超 音 波 吸 引 装 置 、 レ ー ザ ー メ ス 等 様 々 な も の が 用 意
さ れ て い る 。 こ れ ら の 医 療 機 器 は 、 単 体 で 用 い ら れ る 場 合 も あ る が 、 複 合 し た 医 療 シ ス テ
ム と し て 用 い ら れ る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 医 療 シ ス テ ム の 中 に は 、 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － ７ ６ ７ ８ ６ 号 公 報 、 特 開 ２
０ ０ ３ － ７ ０ ７ ４ ８ 号 公 報 等 に 提 案 さ れ て い る よ う に 内 視 鏡 及 び 、 こ の 内 視 鏡 と は 異 な る
他 の 医 療 機 器 を 備 え た 内 視 鏡 シ ス テ ム が あ る 。 　
　 前 記 従 来 の 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 医 療 機 器 同 士 が 同 一 の 通 信 イ ン タ ー フ ェ イ ス や 通 信 プ ロ
ト コ ル を 有 し て い る 。 こ の た め 、 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 通 信 部 を 介 し て 各 種 医 療 機 器 を 手 術
機 器 コ ン ト ロ ー ラ で あ る シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ に よ り 集 中 制 御 を 行 っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ７ ６ ７ ８ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ７ ０ ７ ４ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 、 前 記 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 手 術 シ ス テ ム と し て 手 術 室 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 こ
の 手 術 室 に は 、 ル ー ム ラ イ ト や ル ー ム カ メ ラ 、 Ｌ Ｃ Ｄ （  Liquid Crystal Display） ， Ｐ
Ｄ Ｐ （  Plasma Display Panel ） 等 の 表 示 装 置 、 Ｃ Ｄ （  Compact Disc ） （ 登 録 商 標 ） ，
Ｄ Ｖ Ｄ （  Digital Versatile Disc ） や Ｖ Ｔ Ｒ （  Video Tape Recorder ） 、 超 音 波 画 像
等 の 参 照 画 像 格 納 サ ー バ 等 の 視 聴 覚 機 器 （  Audio Visual機 器 で 、 以 下 、 Ａ Ｖ 機 器 と 称 す
） が 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら Ａ Ｖ 機 器 は 、 専 用 の Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ で 制 御 さ れ る よ う に な
っ て い る 。 　
　 こ の よ う な Ａ Ｖ 機 器 及 び Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ を 備 え て 構 成 さ れ る Ａ Ｖ シ ス テ ム は 、 前 記 内
視 鏡 シ ス テ ム に 通 信 回 線 や ネ ッ ト ワ ー ク 回 線 を 介 し て 接 続 し て 手 術 シ ス テ ム と し て 構 築 す
る こ と も 考 え ら れ る 。 こ の よ う な 手 術 シ ス テ ム で は 、 Ａ Ｖ シ ス テ ム 側 で 各 種 Ａ Ｖ 機 器 は 勿
論 、 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 各 種 医 療 機 器 を 制 御 す る こ と が で き れ ば 、 使 い 勝 手 を 向 上 さ
せ る 上 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 技 術 で は 、 前 記 し た よ う な 手 術 シ ス テ ム に お い て 、 Ａ Ｖ シ ス テ ム 側
で 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 各 種 医 療 機 器 を 制 御 す る こ と は で き な い 。 ま た 、 手 術 後 に 、 Ａ
Ｖ シ ス テ ム 側 で 、 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 各 種 医 療 機 器 又 は Ａ Ｖ シ ス テ ム に お け る Ａ Ｖ 機
器 の 電 源 を オ フ す る よ う に 制 御 す る こ と が 望 ま れ て い る 。 し か し 、 前 記 各 種 医 療 機 器 や 前
記 複 数 の Ａ Ｖ 機 器 に は 手 術 後 の ロ グ デ ー タ や 内 視 鏡 観 察 画 像 等 の デ ー タ を 所 定 の サ ー バ ー
等 の 記 憶 手 段 に 記 憶 す る よ う な デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 す る 機 器 が 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の た め 、 単 に Ａ Ｖ シ ス テ ム 側 で 、 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 医 療 機 器 又 は Ａ Ｖ シ ス テ ム
に お け る Ａ Ｖ 機 器 の 電 源 の オ フ 制 御 が 可 能 に 手 術 シ ス テ ム を 構 成 し た と し て も 、 前 記 し た
よ う な デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 す る 機 器 を 考 慮 し た 電 源 の オ フ 制 御 が 必 要 と な り 、 安 全 に 医
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療 機 器 又 は Ａ Ｖ 機 器 の 電 源 を オ フ す る こ と が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 前 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 内 視 鏡 シ ス テ ム 内 の 医 療 機 器
又 は Ａ Ｖ 機 器 の 電 源 を 安 全 に オ フ す る よ う に 制 御 で き る 手 術 シ ス テ ム 及 び そ の 制 御 方 法 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 手 術 シ ス テ ム は 、 医 療 機 器 を 含 む 第 １ の 機 器 群 を 制 御 す る 第 １ の コ ン ト ロ
ー ラ と 、 視 聴 覚 機 器 を 含 む 第 ２ の 機 器 群 を 制 御 す る 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ と 、 前 記 第 １ の 機
器 群 と 前 記 第 ２ の 機 器 群 の 少 な く と も 一 方 の 任 意 の 機 器 の 電 源 を オ フ さ せ る た め の 指 示 を
前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ に 入 力 す る 指 示 入 力 手 段 と 、 を 具 備 し 、 前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ
は 、 前 記 指 示 入 力 手 段 に よ り 前 記 第 １ の 機 器 群 と 前 記 第 ２ の 機 器 群 の 少 な く と も 一 方 の 任
意 の 機 器 の 電 源 を オ フ さ せ る た め の 指 示 が 入 力 さ れ た と き に 、 前 記 第 １ の コ ン ト ロ ー ラ と
通 信 を 行 う こ と に よ り 、 前 記 第 １ の 機 器 群 の 内 、 デ ー タ を 退 避 さ せ る デ ー タ 退 避 処 理 が 必
要 な 機 器 の 有 無 を 検 出 す る 退 避 処 理 機 器 検 出 手 段 と 、 前 記 退 避 処 理 機 器 検 出 手 段 に よ り 前
記 デ ー タ 退 避 処 理 が 必 要 な 機 器 及 び 前 記 第 ２ の 機 器 群 の 内 、 前 記 デ ー タ 退 避 処 理 が 必 要 な
機 器 が 検 出 さ れ た と き 、 前 記 必 要 な 機 器 に 対 し て デ ー タ 退 避 処 理 を 行 わ せ る デ ー タ 退 避 処
理 指 示 手 段 と 、 前 記 デ ー タ 退 避 処 理 指 示 手 段 に よ り 前 記 デ ー タ 退 避 処 理 を 終 了 し た か 否 か
を 判 断 す る 退 避 処 理 終 了 機 器 判 断 手 段 と 、 前 記 退 避 処 理 終 了 機 器 判 断 手 段 に よ り 前 記 デ ー
タ 退 避 処 理 が 終 了 し た こ と を 判 断 し た 前 記 必 要 な 機 器 の 電 源 を オ フ す る 処 理 手 段 と 、 を 有
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 手 術 シ ス テ ム の 制 御 方 法 は 、 医 療 機 器 を 含 む 第 １ の 機 器 群 を 制 御 す る 第
１ の コ ン ト ロ ー ラ と 、 視 聴 覚 機 器 を 含 む 第 ２ の 機 器 群 を 制 御 す る 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ と 、
前 記 第 １ の 機 器 群 と 前 記 第 ２ の 機 器 群 と の 少 な く と も 一 方 の 任 意 の 機 器 の 電 源 を オ フ さ せ
る た め の 指 示 を 前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ に 入 力 す る 指 示 入 力 手 段 と 、 を 有 す る 手 術 シ ス テ
ム の 制 御 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ が 、 前 記 指 示 入 力 手 段 に よ り 前 記 第 １ の
機 器 群 と 前 記 第 ２ の 機 器 群 の 少 な く と も 一 方 の 任 意 の 機 器 の 電 源 を オ フ さ せ る た め の 指 示
が 入 力 さ れ た と き に 、 前 記 第 １ の コ ン ト ロ ー ラ と 通 信 を 行 う こ と に よ り 、 前 記 第 １ の 機 器
群 の 内 、 デ ー タ を 退 避 さ せ る デ ー タ 退 避 処 理 が 必 要 な 機 器 の 有 無 を 検 出 す る 退 避 処 理 機 器
検 出 手 順 と 、 前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ が 、 前 記 退 避 処 理 機 器 検 出 手 段 に よ り 前 記 デ ー タ 退
避 処 理 が 必 要 な 機 器 及 び 前 記 第 ２ の 機 器 群 の 内 、 前 記 デ ー タ 退 避 処 理 が 必 要 な 機 器 が 検 出
さ れ た と き 、 前 記 必 要 な 機 器 に 対 し て デ ー タ 退 避 処 理 を 行 わ せ る デ ー タ 退 避 処 理 指 示 手 順
と 、 前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ が 、 前 記 デ ー タ 退 避 処 理 指 示 手 段 に よ り 前 記 デ ー タ 退 避 処 理
を 終 了 し た か 否 か を 判 断 す る 退 避 処 理 終 了 機 器 判 断 手 順 と 、 前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ が 、
前 記 退 避 処 理 終 了 機 器 判 断 手 段 に よ り 前 記 デ ー タ 退 避 処 理 が 終 了 し た こ と を 判 断 し た 前 記
必 要 な 機 器 の 電 源 を オ フ す る 処 理 手 順 と 、 を 有 し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 手 術 シ ス テ ム 及 び そ の 制 御 方 法 は 、 シ ス テ ム 内 の 医 療 機 器 又 は Ａ Ｖ 機 器 の 電 源
を 安 全 に オ フ す る よ う に 制 御 で き る と い っ た 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ 乃 至 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 り 、 図 １ は 実 施 例 １ の 手 術 シ ス テ ム の 全 体 構 成 図
、 図 ２ は 内 視 鏡 シ ス テ ム と Ａ Ｖ 機 器 シ ス テ ム と の 接 続 関 係 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 ３ は 手 術
シ ス テ ム の 主 要 部 の 概 略 構 成 を 説 明 す る た め の ブ ロ ッ ク 図 、 図 ４ は Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ に よ
る 制 御 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 、 図 ５ は 図 ４ の Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ に よ る 制 御 例 の 変 形 例 １
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を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 、 図 ６ は 図 ４ の Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ に よ る 制 御 例 の 変 形 例 ２ を 示 す フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 先 ず 、 図 １ を 用 い て 手 術 室 ２ に 配 置 さ れ る 、 内 視 鏡 シ ス テ ム ３ の 構 成 を 説 明 す る 。 　
　 図 １ に 示 す よ う に 、 手 術 室 ２ 内 に は 、 患 者 が 横 た わ る 患 者 ベ ッ ド １ ０ と 、 内 視 鏡 シ ス テ
ム ３ が 配 置 さ れ る 。 こ の 内 視 鏡 シ ス テ ム ３ は 、 第 １ カ ー ト １ １ 及 び 第 ２ カ ー ト １ ２ を 有 し
て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 １ カ ー ト １ １ に は 、 被 制 御 装 置 で あ る 医 療 機 器 と し て 例 え ば 電 気 メ ス 装 置 １ ３ 、 気 腹
装 置 １ ４ 、 内 視 鏡 用 カ メ ラ 装 置 １ ５ 、 光 源 装 置 １ ６ 及 び ビ デ オ テ ー プ レ コ ー ダ （ Ｖ Ｔ Ｒ ）
１ ７ 等 の 装 置 類 と 、 二 酸 化 炭 素 等 を 充 填 し た ガ ス ボ ン ベ １ ８ が 載 置 さ れ て い る 。 　
　 内 視 鏡 用 カ メ ラ 装 置 １ ５ は 、 カ メ ラ ケ ー ブ ル ３ １ ａ を 介 し て 第 １ の 内 視 鏡 ３ １ に 接 続 さ
れ る 。 光 源 装 置 １ ６ は 、 ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル ３ １ ｂ を 介 し て 第 １ の 内 視 鏡 ３ １ に 接 続 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 第 １ カ ー ト １ １ に は 、 表 示 装 置 １ ９ 、 第 １ の 集 中 表 示 パ ネ ル （ 以 下 、 単 に 表 示 パ
ネ ル ） ２ ０ 、 操 作 パ ネ ル ２ １ 等 が 載 置 さ れ て い る 。 表 示 装 置 １ ９ は 、 内 視 鏡 画 像 等 を 表 示
す る 、 例 え ば Ｔ Ｖ モ ニ タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 表 示 パ ネ ル ２ ０ は 、 手 術 中 の あ ら ゆ る デ ー タ を 選 択 的 に 表 示 さ せ る こ と が 可 能 な 表 示 手
段 と な っ て い る 。 操 作 パ ネ ル ２ １ は 、 例 え ば 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 等 の 表 示 部 と こ の 表 示 部 上
に 一 体 的 に 設 け ら れ た 例 え ば タ ッ チ セ ン サ に よ り 構 成 さ れ 、 非 滅 菌 域 に い る 看 護 師 等 の 使
用 者 が 操 作 す る 集 中 操 作 装 置 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 第 １ カ ー ト １ １ に は 、 制 御 装 置 で あ り 第 １ の コ ン ト ロ ー ラ と し て の シ ス テ ム コ
ン ト ロ ー ラ ２ ２ が 載 置 さ れ て い る 。 こ の シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に は 、 上 述 の 電 気 メ ス
装 置 １ ３ と 気 腹 装 置 １ ４ と 内 視 鏡 用 カ メ ラ 装 置 １ ５ と 光 源 装 置 １ ６ と Ｖ Ｔ Ｒ １ ７ と が 、 図
示 し な い 通 信 線 を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 第 １ カ ー ト １ １ に 載 置 さ れ た 絶 縁 ト ラ ン ス １ ０ ４
を 介 し て リ レ ー １ ０ ５ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の リ レ ー １ ０ ５ に は 、 医 療 機 器 群 １ ０ １ と し
て 例 え ば 電 気 メ ス 装 置 １ ３ 、 気 腹 装 置 １ ４ 、 光 源 装 置 １ ６ 及 び ビ デ オ テ ー プ レ コ ー ダ （ Ｖ
Ｔ Ｒ ） １ ７ 等 の 装 置 類 や 、 表 示 装 置 １ ９ 及 び 表 示 パ ネ ル ２ ０ 等 の 視 聴 覚 機 器 （ 以 下 、 Ａ Ｖ
機 器 と 称 す ） が 接 続 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 こ れ ら の 医 療 機 器 群 １ ０ １ と シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に は 、 前 記 リ レ ー １ ０
５ に 接 続 さ れ る 接 続 ケ ー ブ ル の 電 源 コ ン セ ン ト １ ０ ６ を 介 し て 電 力 が 供 給 さ れ る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に は 、 ヘ ッ ド セ ッ ト 型 の マ イ ク ３ ３ が 接 続 で き る よ う
に な っ て お り 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は マ イ ク ３ ３ か ら 入 力 さ れ た 音 声 を 認 識 し 、 術
者 の 音 声 に よ り 各 機 器 を 制 御 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 方 、 前 記 第 ２ カ ー ト １ ２ に は 、 被 制 御 装 置 で あ る 内 視 鏡 用 カ メ ラ 装 置 ２ ３ 、 光 源 装 置
２ ４ 、 画 像 処 理 装 置 ２ ５ 、 表 示 装 置 ２ ６ 及 び 第 ２ の 表 示 パ ネ ル ２ ７ と が 載 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 内 視 鏡 用 カ メ ラ 装 置 ２ ３ は 、 カ メ ラ ケ ー ブ ル ３ ２ ａ を 介 し て 第 ２ の 内 視 鏡 ３ ２ に 接 続 さ
れ る 。 光 源 装 置 ２ ４ は ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル ３ ２ ｂ を 介 し て 第 ２ の 内 視 鏡 ３ ２ に 接 続 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 表 示 装 置 ２ ６ は 、 内 視 鏡 用 カ メ ラ 装 置 ２ ３ で 捉 え た 内 視 鏡 画 像 等 を 表 示 す る 。 第 ２ の 表
示 パ ネ ル ２ ７ は 、 手 術 中 の あ ら ゆ る デ ー タ を 選 択 的 に 表 示 さ せ る こ と が 可 能 に な っ て い る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ ら 内 視 鏡 用 カ メ ラ 装 置 ２ ３ と 光 源 装 置 ２ ４ と 画 像 処 理 装 置 ２ ５ と は 、 第 ２ カ ー ト １
２ に 載 置 さ れ た 中 継 ユ ニ ッ ト ２ ８ に 図 示 し な い 通 信 線 を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、
こ の 中 継 ユ ニ ッ ト ２ ８ は 、 中 継 ケ ー ブ ル ２ ９ に よ っ て 、 前 記 第 １ カ ー ト １ １ に 搭 載 さ れ て
い る シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 前 記 光 源 装 置 ２ ４ 及 び 画 像 処 理 装 置 ２ ５ は 、 前 記 同 様 に リ レ ー １ ０ ５ ａ に 接 続 さ
れ て い る 。 ま た 、 前 記 中 継 ユ ニ ッ ト ２ ８ は 、 絶 縁 ト ラ ン ス １ ０ ４ ａ を 介 し て リ レ ー １ ０ ５
ａ に 接 続 さ れ て い る 。 つ ま り 、 前 記 光 源 装 置 ２ ４ 及 び 画 像 処 理 装 置 ２ ５ と 中 継 ユ ニ ッ ト ２
８ に は 、 リ レ ー １ ０ ５ ａ に 接 続 さ れ る 接 続 ケ ー ブ ル の 電 源 コ ン セ ン ト １ ０ ６ を 介 し て 電 力
が 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 し た が っ て 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 こ れ ら の 第 ２ カ ー ト １ ２ に 搭 載 さ れ て い る
内 視 鏡 用 カ メ ラ 装 置 ２ ３ 、 光 源 装 置 ２ ４ 及 び 画 像 処 理 装 置 ２ ５ と 、 第 １ カ ー ト １ １ に 搭 載
さ れ て い る 電 気 メ ス 装 置 １ ３ 、 気 腹 装 置 １ ４ 、 カ メ ラ 装 置 １ ５ 、 光 源 装 置 １ ６ 及 び Ｖ Ｔ Ｒ
１ ７ と を 集 中 制 御 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の た め 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ と こ れ ら の 装 置 と の 間 で 通 信 が 行 わ れ て い る 場 合
、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 前 記 操 作 パ ネ ル ２ １ の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 上 に 、 接 続 さ れ
て い る 装 置 の 設 定 状 態 や 操 作 ス イ ッ チ 等 の 設 定 画 面 を 表 示 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 所 望 の 操 作 ス イ ッ チ が 触 れ ら れ て 所 定 領 域 の タ
ッ チ セ ン サ が 操 作 さ れ る こ と に よ っ て 設 定 値 の 変 更 等 の 操 作 入 力 が 行 え る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ は 、 滅 菌 域 に い る 執 刀 医 等 の 使 用 者 が 操 作 す る 第 ２ 集 中 操 作
装 置 で あ り 、 通 信 が 成 立 し て い る 他 の 装 置 を 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ を 介 し て 操 作 す
る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 内 視 鏡 シ ス テ ム ３ は 、 上 述 し た よ う に 手 術 室 ２ に 配 置 さ れ て 用 い ら れ て い る が 、 手
術 室 ２ に は 、 後 述 す る よ う に ル ー ム ラ イ ト や ル ー ム カ メ ラ 、 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ， Ｐ Ｄ Ｐ ）
、 Ｃ Ｄ （ Ｒ ） ， Ｄ Ｖ Ｄ や Ｖ Ｔ Ｒ 、 超 音 波 画 像 等 の 参 照 画 像 格 納 サ ー バ 等 の 視 聴 覚 機 器 で あ
る Ａ Ｖ 機 器 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ ら Ａ Ｖ 機 器 は 、 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ と し て の Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ （ 図 ２ 参 照 ）
に 接 続 さ れ て 制 御 さ れ る よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 こ の Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に 接 続 ケ ー ブ ル ９ （ 図
２ に 示 す 接 続 ケ ー ブ ル １ ２ ２ に 相 当 ） に よ っ て 接 続 さ れ て こ の Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ と
通 信 可 能 に な っ て い る 。 な お 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ と Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ と は
、 前 記 接 続 ケ ー ブ ル ９ に 限 ら ず 、 院 内 の ネ ッ ト ワ ー ク 回 線 や イ ン タ ー ネ ッ ト 回 線 を 用 い て
接 続 す る よ う に 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 内 視 鏡 シ ス テ ム ３ と こ れ に 接 続 さ れ る Ａ Ｖ 機 器 シ ス テ ム １ １ ０ と の 接 続 構 成 及 び
内 部 構 成 に つ い て 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 　
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 手 術 シ ス テ ム は 、 内 視 鏡 シ ス テ ム ３ と Ａ Ｖ 機 器 シ ス テ ム １ １ ０ と を
有 し て い る 。 　
　 内 視 鏡 シ ス テ ム ３ は 、 前 記 第 １ ， 第 ２ の 内 視 鏡 ３ １ ， ３ ２ と し て の 内 視 鏡 １ ０ ０ と 、 こ
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の 内 視 鏡 １ ０ ０ と は 異 な る 他 の 医 療 機 器 群 １ ０ １ で あ る 例 え ば 図 １ で 説 明 し た 電 気 メ ス 装
置 １ ３ 、 気 腹 装 置 １ ４ 、 内 視 鏡 用 カ メ ラ 装 置 １ ５ 、 光 源 装 置 １ ６ 、 表 示 パ ネ ル ２ ０ 等 や 、
図 示 は し な い が ル ー ム カ メ ラ 、 画 像 フ ァ イ リ ン グ 装 置 、 ビ デ オ プ リ ン タ ， 格 納 サ ー バ 等 と
、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ と 、 を 有 し て い る 。 そ し て 、 前 記 内 視 鏡 １ ０ ０ 及 び 前 記 他 の
医 療 機 器 群 １ ０ １ は 、 前 記 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 前 記 内 視 鏡 １ ０ ０ 、 前 記 他 の 医 療 機 器 群 １ ０ １ 及 び 表 示 パ ネ ル ２ ０ は 、 リ レ ー １
０ ５ に 接 続 さ れ 、 こ の リ レ ー １ ０ ５ は 絶 縁 ト ラ ン ス １ ０ ４ を 介 し て シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ
２ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 つ ま り 、 前 記 内 視 鏡 １ ０ ０ 、 前 記 他 の 医 療 機 器 群 １ ０ １ 及 び 表 示 パ ネ ル ２ ０ は 、 シ ス テ
ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に よ っ て リ レ ー １ ０ ５ の ス イ ッ チ 制 御 が 行 わ れ る こ と に よ り 、 予 め 指
定 さ れ た 機 器 の 電 源 を オ フ 、 あ る い は 順 次 機 器 の 電 源 を オ フ す る こ と が で き る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 絶 縁 ト ラ ン ス １ ０ ４ は 、 電 源 コ ン セ ッ ト １ ０ ６ に 接 続 さ れ る リ レ ー １ ０ ５ と 第 １ コ ン ト
ロ ー ラ で あ る シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ と の 間 に 設 け る こ と に よ っ て 、 例 え ば シ ス テ ム の
異 常 に よ り 過 電 流 が 発 生 し た 場 合 に こ の 過 電 流 が シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 流 れ て し ま
う の を 防 止 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 前 記 他 の 医 療 機 器 群 １ ０ １ 内 の 図 示 し な い 機 器 に つ い て 説 明 す る と 、 ル ー ム カ メ
ラ は 、 手 術 室 内 全 般 、 例 え ば 手 術 模 様 を モ ニ タ リ ン グ す る カ メ ラ で あ り 、 撮 像 さ れ た 撮 像
信 号 が シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 入 力 す る こ と に よ り 記 録 あ る い は 表 示 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 画 像 フ ァ イ リ ン グ 装 置 は 、 患 者 の 内 視 鏡 画 像 等 の 画 像 フ ァ イ ル を 格 納 し て い る 。 こ の 画
像 フ ァ イ リ ン グ 装 置 は 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に よ る 制 御 に よ っ て 、 格 納 さ れ て い る
画 像 フ ァ イ ル の 読 み 出 し 、 あ る い は 書 き 込 み が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ビ デ オ プ リ ン タ は 、 内 視 鏡 画 像 、 あ る い は そ の 他 の 情 報 を 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２
に よ る 制 御 に よ っ て プ リ ン ト ア ウ ト す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 格 納 サ ー バ は 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に よ る 制 御 に よ っ て 、 院 内 の 他 の 手 術 室 や カ
ン フ ァ レ ン ス 室 に 対 し て 画 像 フ ァ イ ル 等 の デ ー タ の 通 信 を 行 っ た り 、 取 得 し た 画 像 フ ァ イ
ル 等 の デ ー タ を 格 納 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 上 述 し た よ う に 前 記 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 前 記 表 示 パ ネ ル ２ ０ 及 び 操 作
パ ネ ル ２ １ 、 前 記 内 視 鏡 １ ０ ０ や 他 の 医 療 機 器 群 １ ０ １ （ 図 示 し な い 画 像 フ ァ イ リ ン グ 装
置 、 ビ デ オ プ リ ン タ 、 格 納 サ ー バ を 含 む ） 及 び ル ー ム カ メ ラ （ 図 示 せ ず ） 等 を 集 中 制 御 す
る よ う に な っ て い る 。 こ れ ら 内 視 鏡 １ ０ ０ や 他 の 医 療 機 器 群 １ ０ １ （ 図 示 し な い 画 像 フ ァ
イ リ ン グ 装 置 、 ビ デ オ プ リ ン タ 、 格 納 サ ー バ を 含 む ） 及 び ル ー ム カ メ ラ （ 図 示 せ ず ） 等 は
、 上 述 し た よ う に 前 記 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ ３ ０ 又 は 前 記 マ イ ク ３ ３ か ら の 術 者 の 操 作 に
よ り 制 御 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 前 記 内 視 鏡 １ ０ ０ は 、 操 作 部 に リ モ ー ト ス イ ッ チ １ ０ ３ ａ ～ １ ０ ３ ｄ が 設 け ら れ
て い る 。 こ れ ら リ モ ー ト ス イ ッ チ １ ０ ３ ａ ～ １ ０ ３ ｄ を 操 作 す る こ と に よ り 、 ス イ ッ チ 信
号 が 内 視 鏡 用 カ メ ラ 装 置 １ ５ を 介 し て 前 記 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 入 力 さ れ て 、 例 え
ば 、 前 記 内 視 鏡 用 カ メ ラ 装 置 １ ５ を 遠 隔 操 作 可 能 と な っ て い る 。 前 記 リ モ ー ト ス イ ッ チ １
０ ３ ａ ～ １ ０ ３ ｄ は 、 制 御 コ マ ン ド を 割 り 付 け る 設 定 操 作 に よ り 、 所 望 の 医 療 機 器 に 対 し
て 所 望 の 動 作 を 指 示 制 御 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 ま た 、 手 術 室 ２ に は 、 Ａ Ｖ 機 器 シ ス テ ム １ １ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の Ａ Ｖ 機 器 シ ス テ
ム １ １ ０ は 、 Ｌ Ｃ Ｄ ， Ｐ Ｄ Ｐ 等 の 表 示 装 置 １ １ １ 、 ル ー ム ラ イ ト １ １ ２ や ル ー ム カ メ ラ １
１ ３ 、 シ ー リ ン グ カ メ ラ １ １ ４ 、 参 照 画 像 格 納 サ ー バ １ １ ５ 、 Ｄ Ｖ Ｄ や Ｃ Ｄ （ Ｒ ） や プ リ
ン タ 等 の 周 辺 機 器 １ １ ６ 、 テ レ 会 議 シ ス テ ム １ １ ７ 、 図 示 し な い 管 理 コ ン ピ ュ ー タ 等 を 有
し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 参 照 画 像 格 納 サ ー バ １ １ ５ は 、 過 去 の 患 者 の 画 像 フ ァ イ ル を Ｉ Ｄ デ ー タ と も に 格
納 し て い る 。 ま た 、 図 示 し な い 管 理 コ ン ピ ュ ー タ ー は 、 患 者 の 初 診 時 、 あ る い は 通 院 時 毎
の 患 者 の 詳 細 な デ ー タ （ 例 え ば 氏 名 、 生 年 月 日 、 通 院 履 歴 等 ） を Ｉ Ｄ と と も に 格 納 し た り
、 患 者 に 手 術 予 定 が あ る 場 合 に は こ の 患 者 の Ｉ Ｄ デ ー タ 等 の 詳 細 な デ ー タ と と も に ス ケ ジ
ュ ー ル デ ー タ を 格 納 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ れ ら Ａ Ｖ 機 器 １ １ １ ～ １ １ ７ は 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に 接 続 さ れ て 制 御 さ れ る よ
う に な っ て い る 。 こ の Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に は 、 タ ッ チ パ ネ ル １ ２ １ が 接 続 さ れ て い
る 。 こ の タ ッ チ パ ネ ル １ ２ １ の 操 作 に よ り 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 Ａ Ｖ 機 器 １ １ １
～ １ １ ７ の う ち 、 所 望 の 機 器 を 制 御 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 前 記 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 前 記 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ と 通 信 ケ ー ブ ル １ ２ ２
（ 図 １ で は 通 信 ケ ー ブ ル ９ に 相 当 ） に よ り 接 続 さ れ て こ の シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ と 通
信 可 能 で あ る 。 　
　 本 実 施 例 で は 、 こ の Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ と シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ と の 通 信 に よ
り 、 Ａ Ｖ 機 器 １ １ １ ～ １ １ ７ の う ち 、 所 望 の 機 器 の 自 動 設 定 が 行 わ れ る よ う に な っ て お り
、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ を 介 し て Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ か ら Ａ Ｖ 機 器 １ １ １ ～ １ １
７ を 操 作 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 例 え ば 、 前 記 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 接 続 さ れ て い る Ａ Ｖ 機 器 、 制 御 コ マ ン ド 、 設
定 値 等 の Ａ Ｖ 側 リ ス ト デ ー タ を 記 憶 保 持 し て い る Ａ Ｖ 側 メ モ リ （ 図 示 せ ず ） を 備 え て い る
。 一 方 、 前 記 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 例 え ば 、 術 者 の 名 前 や 手 技 等 を キ ー ワ ー ド と
し た Ａ Ｖ 機 器 の 制 御 コ マ ン ド 、 設 定 値 等 の シ ス テ ム 側 リ ス ト デ ー タ を 記 憶 保 持 し て い る シ
ス テ ム 側 メ モ リ （ 図 示 せ ず ） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 前 記 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 入 力 さ れ る キ ー ワ ー ド に 従 っ て 前 記 シ ス テ ム 側 メ モ
リ か ら シ ス テ ム 側 リ ス ト デ ー タ を 読 み 出 し 、 前 記 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に 送 信 す る よ う
に な っ て い る 。 　
　 前 記 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 前 記 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ か ら の シ ス テ ム 側 リ ス
ト デ ー タ に 基 づ き 、 前 記 Ａ Ｖ 側 メ モ リ か ら 読 み 出 し た Ａ Ｖ 側 リ ス ト デ ー タ と 照 合 す る 。 リ
ス ト デ ー タ を 照 合 し た Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 接 続 さ れ て い る Ａ Ｖ 機 器 に 対 し て 機 器
を 選 択 し 、 こ の 選 択 し た 機 器 に 対 し て 所 望 の 制 御 コ マ ン ド 、 設 定 値 を 設 定 す る よ う に な っ
て い る 。 こ れ に よ り 、 内 視 鏡 シ ス テ ム ３ は 、 所 望 の Ａ Ｖ 機 器 を 自 動 設 定 で き る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 Ａ Ｖ 機 器 が 自 動 設 定 さ れ た 後 、 前 記 内 視 鏡 １ ０ ０ の リ モ ー ト ス イ ッ チ １ ０ ３ ａ ～
１ ０ ３ ｄ は 、 上 述 し た 他 の 医 療 機 器 群 １ ０ １ を 割 り 付 け 設 定 し た の と 同 様 に 前 記 Ａ Ｖ 機 器
１ １ １ ～ １ １ ７ の う ち 、 所 望 の Ａ Ｖ 機 器 の 所 望 の 制 御 コ マ ン ド を 割 り 付 け る こ と が 可 能 で
あ る 。 　
　 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 前 記 タ ッ チ パ ネ ル １ ２ １ の 操 作 に よ り 前 記 内 視 鏡 １ ０ ０ の
リ モ ー ト ス イ ッ チ １ ０ ３ ａ ～ １ ０ ３ ｄ に 対 し て 所 望 の Ａ Ｖ 機 器 の 、 例 え ば 、 ル ー ム ラ イ ト
１ １ ２ の オ ン オ フ 、 減 光 等 の 制 御 コ マ ン ド 等 を 割 り 付 け る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の こ と に よ り 、 内 視 鏡 シ ス テ ム ３ は 、 リ モ ー ト ス イ ッ チ １ ０ ３ ａ ～ １ ０ ３ ｄ の 操 作 に
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よ っ て 、 こ の ス イ ッ チ 信 号 が 前 記 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ を 介 し て 前 記 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー
ラ １ ２ ０ に 送 信 さ れ る こ と で 、 割 り 付 け ら れ た 制 御 コ マ ン ド を 実 行 す る よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 と こ ろ で 、 本 実 施 例 の 手 術 シ ス テ ム は 、 例 え ば 手 術 後 に 、 Ａ Ｖ シ ス テ ム 側 で 、 内 視 鏡 シ
ス テ ム に お け る 医 療 機 器 又 は Ａ Ｖ シ ス テ ム に お け る Ａ Ｖ 機 器 の 電 源 を 安 全 に オ フ す る よ う
に 制 御 す る た め の 改 良 が 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に は 、 所 定 の 医 療 機 器 又 は Ａ Ｖ 機 器 の 電 源
を オ フ す る 際 に 、 後 述 す る デ ー タ 退 避 処 理 を 行 わ せ る た め の コ マ ン ド 等 を 入 力 す る 指 示 入
力 手 段 と し て の コ マ ン ド 入 力 手 段 １ ２ ０ Ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 前 記 コ マ ン ド 入 力 手 段 １ ２ ０ Ａ は 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に 接 続 さ れ る 操 作 パ
ネ ル １ ２ １ 上 に 設 け て 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ こ で 、 デ ー タ 退 避 処 理 と は 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 接 続 さ れ る 医 療 機 器 及 び 他
の 医 療 機 器 群 、 又 は Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に 接 続 さ れ る Ａ Ｖ 機 器 に お い て 、 電 源 を オ フ
す る 際 に 、 手 術 後 の ロ グ デ ー タ や 内 視 鏡 観 察 画 像 等 の デ ー タ を 所 定 の サ ー バ ー 等 の 記 憶 手
段 に 記 憶 す る よ う な 処 理 を 意 味 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 例 え ば 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 接 続 さ れ る 医 療 機 器 及 び 他 の 医 療 機 器 群 １ ０ １ の
内 、 電 源 を オ フ す る 際 に デ ー タ 退 避 処 理 が 必 要 な 機 器 と し て は 、 内 視 鏡 カ メ ラ 装 置 １ ５ や
、 医 療 機 器 群 １ ０ １ と し て の ビ デ オ テ ー プ レ コ ー ダ （ Ｖ Ｔ Ｒ ） １ ７ 、 あ る い は 図 示 し な い
画 像 フ ァ イ リ ン グ 装 置 、 ビ デ オ プ リ ン タ 等 の 機 器 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に 接 続 さ れ る Ａ Ｖ 機 器 の 内 、 電 源 を オ フ す る 際 に デ ー タ
退 避 処 理 が 必 要 な 機 器 と し て は 、 Ｄ Ｖ Ｄ や Ｃ Ｄ （ Ｒ ） や プ リ ン タ 等 の 周 辺 機 器 １ １ ６ 、 テ
レ 会 議 シ ス テ ム １ １ ７ 、 あ る い は 図 示 し な い 管 理 コ ン ピ ュ ー タ 等 が あ る 。 　
　 な お 、 デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 と す る 機 器 は 、 前 記 し た 機 器 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 こ の Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に 接 続 さ れ る Ａ Ｖ 機 器 の 内 、
デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 と す る 機 器 の 電 源 を オ フ さ せ る 場 合 に は 、 該 当 す る Ａ Ｖ の 機 器 の デ
ー タ を Ａ Ｃ シ ス テ ム １ １ ０ 内 の 例 え ば 参 照 画 像 格 納 サ ー バ １ １ ５ 等 に 出 力 し て 記 憶 さ せ る
よ う に し て デ ー タ 退 避 処 理 を 行 い 、 そ の 後 、 該 当 す る Ａ Ｖ 機 器 の 電 源 を オ フ さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 一 方 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 接 続 さ れ る 医 療 機 器 及 び 他 の 医 療 機 器 群 １ ０ １ の 内
、 デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 と す る 機 器 の 電 源 を オ フ さ せ る 場 合 に は 、 そ の 該 当 す る 機 器 の デ
ー タ を Ａ Ｖ シ ス テ ム １ １ ０ 内 の 前 記 参 照 画 像 格 納 サ ー バ ー １ １ ５ に 転 送 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の た め 、 前 記 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 デ ー タ 退 避 処 理 実
行 等 に 伴 う デ ー タ 転 送 を 行 う た め の デ ー タ 送 出 部 ２ ２ Ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の デ ー タ 送 出 部 ２ ２ Ａ は 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ の 制 御 に よ り 、 例 え ば デ ー タ 退
避 処 理 を 行 う 際 に 、 該 当 す る 医 療 機 器 か ら の デ ー タ を 取 り 込 み 、 こ の 取 り 込 ん だ デ ー タ を
Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に 送 出 す る 。 そ し て 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 デ ー タ 送 出 部
２ ２ Ａ に よ り 送 出 さ れ デ ー タ を 取 り 込 み 、 取 り 込 ん だ デ ー タ を 例 え ば 参 照 画 像 格 納 サ ー バ
ー １ １ ５ 等 に 出 力 し て 記 憶 す る よ う に デ ー タ 退 避 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 デ ー タ 退 避 処 理 実 行 の 際 に 、 デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と し て Ａ
Ｖ シ ス テ ム １ １ ０ 内 の 参 照 画 像 格 納 サ ー バ ー １ １ ５ に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ
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る も の で は な く 、 例 え ば 院 内 の ネ ッ ト ワ ー ク 回 線 を 介 し 接 続 さ れ る 院 内 サ ー バ ー や 、 あ る
い は イ ン タ ー ネ ッ ト 回 線 を 介 し て 接 続 さ れ る 院 内 又 は 院 外 の サ ー バ ー 等 の 記 憶 手 段 に デ ー
タ を 記 憶 さ せ る よ う に 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に よ る 制 御 に よ っ て 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ
ー ラ ２ ２ 又 は Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に 接 続 さ れ る デ ー タ 退 避 処 理 が 必 要 な 機 器 の 電 源 を
オ フ さ せ る た め に は 、 デ ー タ 退 避 処 理 を 終 了 し た か 否 か を こ の Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ が
認 識 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の た め 、 本 実 施 例 で は 、 前 記 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ 及 び Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は
、 デ ー タ 退 避 処 理 を 行 っ た 機 器 に つ い て は 、 フ ラ グ を “ １ ” と し 、 デ ー タ 退 避 処 理 が ま だ
行 わ れ て い な い 機 器 に つ い て は 前 記 フ ラ グ を “ ０ ” と す る よ う に 識 別 の 為 の 識 別 情 報 を 生
成 し 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 出 力 す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 デ ー タ 退 避 処 理 が 不 要
な も の に つ い て は 、 フ ラ グ を “ ２ ” と す れ ば 、 予 め デ ー タ 退 避 処 理 が 必 要 な 機 器 の 識 別 が
可 能 と な る 。 こ の 場 合 、 デ ー タ 退 避 処 理 の 有 無 に 関 す る 識 別 情 報 に つ い て は 、 予 め 設 定 す
る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 医 療 機 器 又 は Ａ Ｖ 機 器 の 電 源 を
オ フ す る 際 に 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ と の 通 信 に よ り 得 ら れ た 識 別 情 報 に 基 づ き 、 電
源 を オ フ す る 機 器 が デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 す る 機 器 で あ る か 否 か を 判 断 し 、 そ の 後 、 デ ー
タ 退 避 処 理 を 終 了 し た 否 か を 判 断 し た 後 に 、 デ ー タ 退 避 処 理 が な さ れ た 機 器 の 電 源 を オ フ
す る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 次 に 、 本 実 施 例 の Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ に よ る 機 器 の 電 源 オ フ 制 御 に 基 づ く 制 御 例 を 図 ４ を
参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 い ま 、 手 術 後 に 、 使 用 者 が Ａ Ｖ シ ス テ ム １ １ ０ の Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ を 用 い て 、 シ
ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ 又 は Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に 接 続 さ れ た 機 器 の 電 源 を オ フ す る
よ う に 操 作 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の 場 合 、 Ａ Ｖ シ ス テ ム １ １ ０ の Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 前 記 Ａ Ｖ シ ス テ ム １ １ ０
の 電 源 投 入 が な さ れ た 時 点 で 、 図 ４ に 示 す プ ロ グ ラ ム が 図 示 し な い メ モ リ か ら 読 み 出 さ れ
て 実 行 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 す な わ ち 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ の 判 断 処 理 に よ っ て 、 前 記 Ａ Ｖ コ
ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ の コ マ ン ド 入 力 手 段 １ ２ ０ Ａ を 介 し て 、 機 器 の 電 源 オ フ 操 作 に 伴 う デ ー
タ 退 避 処 理 コ マ ン ド が 入 力 さ れ た か 否 か を 判 断 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の 場 合 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 デ ー タ 退 避 処 理 実 行 の コ マ ン ド が 入 力 さ れ た と
判 断 し た 場 合 に は 処 理 を ス テ ッ プ Ｓ ２ に 移 行 し 、 逆 に 、 入 力 さ れ て な い と 判 断 し た 場 合 に
は デ ー タ 退 避 処 理 コ マ ン ド が 入 力 さ れ る ま で こ の 判 断 処 理 を 継 続 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ の 処 理 で は 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ と 通
信 を 行 い 、 シ ス テ ム 側 リ ス ト デ ー タ や Ａ Ｖ 側 リ ス ト デ ー タ 、 あ る い は 予 め 設 定 さ れ た 識 別
情 報 等 の 設 定 情 報 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 そ し て 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 続 く ス テ ッ プ Ｓ ３ の 判 断 処 理 に て 、 前 記 ス テ ッ プ
Ｓ ２ の 処 理 に よ り 取 得 し た シ ス テ ム 側 リ ス ト デ ー タ や Ａ Ｖ 側 リ ス ト デ ー タ 、 あ る い は 設 定
情 報 （ 識 別 情 報 ） に 基 づ き 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ 又 は Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に 接
続 さ れ る 機 器 の 内 、 デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 と す る 機 器 の 有 無 を 判 断 す る 。 な お 、 前 記 ス テ
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ッ プ Ｓ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ ３ は 、 退 避 処 理 機 器 検 出 手 段 と し て 構 成 し て い る 。 　
　 こ の 場 合 、 デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 と す る 機 器 が あ る 場 合 に は 、 処 理 を ス テ ッ プ Ｓ ４ に 移
行 し 、 逆 に な い 場 合 に は 、 処 理 を ス テ ッ プ Ｓ ８ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 と す る 機 器 が な い 場 合 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 ス テ ッ プ Ｓ
８ の 処 理 に よ り 、 デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 と し な い 機 器 の 電 源 を オ フ す る よ う に 制 御 す る 。
な お 、 こ の 場 合 、 デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 と し な い 機 器 全 て を 同 時 に 、 あ る い 順 次 オ フ す る
よ う に 制 御 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 一 方 、 デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 と す る 機 器 が あ る 場 合 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 ス テ
ッ プ Ｓ ４ の 処 理 に よ り 、 該 当 す る 機 器 に 対 し 、 デ ー タ 退 避 処 理 を 実 行 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 例 え ば 、 デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 す る 機 器 が シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 接 続 さ れ る 医 療
機 器 １ ０ １ で あ る 場 合 に は 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ か ら
の 送 信 さ れ た 制 御 コ マ ン ド に 基 づ き 、 該 当 す る 医 療 機 器 の デ ー タ を 取 り 込 み 、 デ ー タ 送 出
部 ２ ２ Ａ に よ っ て Ａ Ｖ シ ス テ ム １ １ ０ 側 に 取 り 込 ん だ デ ー タ を 送 信 す る よ う に 制 御 す る 。
そ し て 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 受 信 し た デ ー タ を 取 り 込 み 、 参 照 画 像 格 納 サ ー バ ー
１ １ ５ 等 に 出 力 し て 記 憶 さ せ る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 な お 、 デ ー タ 送 出 部 ２ ２ Ａ は 、 デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 手 段 で あ る サ ー バ ー 等 が 、 例 え ば
シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ あ る い は 院 内 の ネ ッ ト ワ ー ク 回 線 を 介 し て 接 続 さ れ て い る 場 合
に は 、 こ の 接 続 さ れ て い る サ ー バ ー 等 に 取 り 込 ん で デ ー タ を 出 力 し て 記 憶 さ せ る 。 　
　 ま た 、 前 記 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ 又 は Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 デ ー タ 退 避 処 理 を
行 っ た 機 器 に つ い て は 、 フ ラ グ を “ １ ” と し 、 デ ー タ 退 避 処 理 が ま だ 行 わ れ て い な い 機 器
に つ い て は 前 記 フ ラ グ を “ ０ ” と す る よ う に 識 別 の 為 の 識 別 情 報 を 生 成 し 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ
ー ラ ２ ２ に 出 力 す る 。 　
　 こ の よ う に し て 該 当 す る 機 器 に 対 す る デ ー タ 退 避 処 理 を 実 行 さ せ る 。 な お 、 前 記 ス テ ッ
プ Ｓ ４ 及 び 前 記 ス テ ッ プ Ｓ ８ は 、 デ ー タ 退 避 処 理 指 示 手 段 と し て 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 そ し て 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 続 く ス テ ッ プ Ｓ ５ の 判 断 処 理 に よ っ て 、 取 得 し た
前 記 識 別 情 報 に 基 づ き 、 該 当 す る 機 器 の デ ー タ 退 避 処 理 を 終 了 し た か 否 か を 判 断 す る 。 な
お 、 こ の ス テ ッ プ Ｓ ５ は 、 退 避 処 理 終 了 機 器 判 断 手 段 と し て 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ の 場 合 、 識 別 情 報 で あ る フ ラ グ が “ １ ” で あ れ ば 、 デ ー タ 退 避 処 理 を 終 了 し た と 判 断
し て 、 処 理 を ス テ ッ プ Ｓ ６ に 移 行 す る 。 一 方 、 識 別 情 報 で あ る フ ラ グ が “ ０ ” で あ れ ば 、
デ ー タ 退 避 処 理 が 終 了 し て な い も の と 判 断 し て 処 理 を 前 記 ス テ ッ プ Ｓ ４ に 戻 す 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 そ し て 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ の 処 理 に て 、 デ ー タ 退 避 処 理 を 完 了
し た 機 器 の 電 源 を オ フ す る よ う に 制 御 し た 後 、 続 く ス テ ッ プ Ｓ ７ の 処 理 に て こ の Ａ Ｖ コ ン
ト ロ ー ラ １ ２ ０ 自 体 を ス リ ー プ 状 態 に さ せ て 、 こ の プ ロ グ ラ ム を 終 了 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 な お 、 前 記 ス テ ッ プ Ｓ ６ は 、 処 理 手 段 を 構 成 し て い る 。 ま た 、 デ ー タ 退 避 処 理 を 完 了 し
た 機 器 が シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 接 続 さ れ た 機 器 で あ る 場 合 に は 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ
１ ２ ０ は 、 リ レ ー １ ０ ５ に よ っ て 該 当 す る 機 器 の 電 源 を 同 時 、 あ る い は 順 次 オ フ 制 御 す る
よ う に シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ を 制 御 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 前 記 ス リ ー プ 状 態 と は 、 消 費 電 力 化 の た め に タ ッ チ パ ネ ル 等 の 画 面 に つ い て は 電 源 が オ
フ し て い る 状 態 で あ る が 、 そ の 他 の 処 理 回 路 や セ ン サ 等 に つ い て は 動 作 し て い る 状 態 を 意
味 し て い る 。 す な わ ち 、 使 用 者 が 再 操 作 を 行 っ た 場 合 に は 、 電 源 を 投 入 せ ず と も 、 即 座 に
起 動 し て 操 作 す る こ と が 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ８ ０ 】
　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 図 ５ の 変 形 例 １ に 示 す よ う に 、 前 記 ス テ ッ プ Ｓ ５ の 判 断 処 理 に よ
っ て デ ー タ 退 避 処 理 を 終 了 し て な い も の と 判 断 し た 場 合 に 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、
図 ５ 中 の ス テ ッ プ Ｓ ９ の 処 理 に よ っ て 警 告 、 確 認 処 理 を 行 う よ う に 制 御 し て も 良 い 。 な お
、 前 記 ス テ ッ プ Ｓ は 、 告 知 手 段 と し て 構 成 し て い る 。 　
　 例 え ば 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 “ デ ー タ 退 避 処 理 が 終 了 し て い ま せ ん 。 デ ー タ 退
避 処 理 を 行 う 機 器 を ご 確 認 く だ さ い ” 等 の 警 告 表 示 や 確 認 表 示 を 、 表 示 装 置 １ １ １ 等 の 画
面 上 に オ ン ス ク リ ー ン 表 示 さ せ 、 あ る い は そ の 旨 を 音 声 に よ っ て 再 生 す る こ と で 、 使 用 者
に 警 告 、 確 認 さ せ る 。 そ し て 、 処 理 を 前 記 ス テ ッ プ Ｓ ４ に 戻 す 。 そ の 他 の 制 御 に つ い て は
、 前 記 図 ４ に 示 す 制 御 例 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 図 ６ の 変 形 例 ２ に 示 す よ う に 、 図 ４ 中 の ス テ ッ プ Ｓ ２ と ス テ ッ プ
Ｓ ３ の 処 理 と の 間 に ス テ ッ プ Ｓ １ ０ を 挿 入 し 、 こ の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ の 処 理 を 実 行 す る よ う
に 制 御 し て も 良 い 。 す な わ ち 、 こ の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ の 処 理 で は 、 前 記 ス テ ッ プ Ｓ ２ に よ り
シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ と の 通 信 に よ り 認 識 さ れ た 機 器 、 つ ま り 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー
ラ ２ ２ 及 び Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に 接 続 さ れ た 機 器 を 、 操 作 パ ネ ル （ タ ッ チ パ ネ ル １ ２
１ に 相 当 ） や 表 示 装 置 １ １ １ に ア イ コ ン 表 示 し 、 こ れ ら の 機 器 の 内 、 電 源 を オ フ す る 機 器
を 使 用 者 に よ っ て 選 択 さ せ る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 し た が っ て 、 以 降 の ス テ ッ プ Ｓ ３ の 判 断 処 理 で は 、 前 記 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ の 処 理 に よ っ て
選 択 さ れ た 機 器 が デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 す る 機 器 で あ る か 否 か が 判 断 さ れ る 。 ま た 、 ス テ
ッ プ Ｓ ８ の 処 理 で は 、 選 択 さ れ た 機 器 が デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 と し な い 機 器 で あ っ て 、 こ
れ ら の 機 器 の 電 源 を オ フ す る よ う に 制 御 さ れ る こ と に な る 。 そ の 他 の 制 御 に つ い て は 、 前
記 図 ３ に 示 す 制 御 例 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 し た が っ て 、 本 実 施 例 に よ れ ば 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ の 制 御 に よ っ て 、 Ａ Ｖ コ ン ト
ロ ー ラ １ ２ ０ に 接 続 さ れ る Ａ Ｖ 機 器 は 勿 論 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 接 続 さ れ る 医 療
機 器 １ ０ １ の 電 源 を オ フ さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 場 合 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は
、 デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 と す る 機 器 の 有 無 を 判 断 し 、 さ ら に 、 デ ー タ 退 避 処 理 を 終 了 し た
か 否 か を 判 断 し 、 終 了 し て か ら 電 源 を オ フ さ せ る よ う に 制 御 す る の で 、 安 全 に 医 療 機 器 又
は Ａ Ｖ 機 器 の 電 源 を オ フ さ せ る よ う に 制 御 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 ７ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 り 、 手 術 シ ス テ ム の 主 要 部 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。 な お 、 図 ７ は 前 記 実 施 例 １ の 手 術 シ ス テ ム と 同 様 な 構 成 要 素 に つ い て は 同 一 の 符 号
を 付 し て 説 明 を 省 略 し 、 異 な る 部 分 の み を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の 手 術 シ ス テ ム で は 、 表 示 装 置 １ ９ や 表 示 パ ネ ル ２ ０ 以 外
に Ｌ Ｃ Ｄ や Ｐ Ｄ Ｐ 等 の 表 示 装 置 １ １ １ や 周 辺 機 器 １ １ ６ 等 の 他 の Ａ Ｖ 機 器 群 が シ ス テ ム コ
ン ト ロ ー ラ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に 接 続 さ れ る 操 作 パ ネ ル １ ２ １ に は 、 電 源 オ フ 操 作 を 簡
略 化 す る た め に 設 け ら れ た 電 源 Ｓ Ｗ （ ス イ ッ チ ） １ ２ １ Ａ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 こ の
操 作 パ ネ ル １ ２ １ Ａ は 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に も 接 続 さ れ て お り 、 こ の 操 作 パ ネ ル
１ ２ １ Ａ を 操 作 す る こ と に よ っ て シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 接 続 さ れ た 所 定 の 機 器 を 制
御 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 例 え ば 、 使 用 者 は シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 接 続 さ れ た 医 療 機 器 や Ａ Ｖ 機 器 の 電 源 を
オ フ さ せ る 場 合 に は 、 Ａ Ｖ シ ス テ ム １ １ ０ 側 の 前 記 操 作 パ ネ ル １ ２ １ の 電 源 Ｓ Ｗ １ ２ １ Ａ
を 押 下 す る 。
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【 ０ ０ ８ ８ 】
　 す る と 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 電 源 Ｓ Ｗ １ ２ １ Ａ の 押 下 に よ っ て 機 器 の 電 源 オ フ
コ マ ン ド を 認 識 す る と 、 前 記 実 施 例 １ と 同 様 の 処 理 （ 図 ４ 参 照 ） を 行 い 、 デ ー タ 退 避 処 理
を 行 っ た 機 器 又 は デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 と し な い 機 器 の 電 源 を オ フ す る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 そ の 他 の 構 成 及 び 作 用 は 、 前 記 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。 　
　 し た が っ て 、 本 実 施 例 に よ れ ば 、 電 源 Ｓ Ｗ １ ２ １ Ａ に よ る 電 源 オ フ 操 作 を 行 っ た 場 合 で
も 前 記 実 施 例 １ と 同 様 に 作 用 す る の で 、 電 源 オ フ 操 作 の 簡 略 化 が 図 れ る 。 そ の 他 の 効 果 に
つ い て は 前 記 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 に 係 る 実 施 例 １ 及 び 実 施 例 ２ に お い て は 、 図 ８ に 示 す 変 形 例 に 示 す よ う に
、 デ ー タ 退 避 処 理 を 必 要 と し な い 観 察 モ ニ タ １ ９ や Ａ Ｖ 機 器 １ １ １ 、 １ １ ６ 等 の Ａ Ｖ 機 器
が が シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 接 続 さ れ た 場 合 に 、 こ れ ら の 観 察 モ ニ タ １ ９ や Ａ Ｖ 機 器
１ １ ， １ １ ６ と Ａ Ｖ シ ス テ ム １ １ ０ の 操 作 パ ネ ル （ タ ッ チ パ ネ ル ） １ ２ １ と を 接 続 し 、 非
清 潔 域 側 の 前 記 操 作 パ ネ ル １ ２ １ を 用 い て 前 記 観 察 モ ニ タ １ ９ や Ａ Ｖ 機 器 １ １ ， １ １ ６ の
電 源 を オ フ さ せ る よ う に 制 御 し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ は 、 安 全 の
た め に 前 記 制 御 と 連 動 し て 前 記 実 施 例 １ に て 説 明 し た 電 源 オ フ 制 御 処 理 （ 図 ４ に 示 す 制 御
処 理 ） を 実 行 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ま た 、 実 施 例 １ 及 び 実 施 例 ２ で は 、 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に よ っ て シ ス テ ム コ ン ト ロ
ー ラ ２ ２ 又 は Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ ０ に 接 続 さ れ た 機 器 の 電 源 を オ フ す る よ う に 制 御 し た
が 、 勿 論 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に よ っ て 前 記 実 施 例 １ 及 び 実 施 例 ２ と 同 様 に 機 器 の
電 源 の オ フ 制 御 を 行 う よ う に 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 前 記 し た 実 施 例 １ 及 び 実 施 例 ２ 及 び 変 形 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く
、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 手 術 シ ス テ ム の 全 体 構 成 図 。
【 図 ２ 】 内 視 鏡 シ ス テ ム と Ａ Ｖ 機 器 シ ス テ ム と の 接 続 関 係 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ３ 】 手 術 シ ス テ ム の 主 要 部 の 概 略 構 成 を 説 明 す る た め の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ４ 】 Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ に よ る 制 御 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ に よ る 制 御 例 の 変 形 例 １ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ６ 】 図 ４ の Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ に よ る 制 御 例 の 変 形 例 ２ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 手 術 シ ス テ ム の 主 要 部 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ８ 】 実 施 例 ２ の 変 形 例 の 手 術 シ ス テ ム の 主 要 部 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ２ … 手 術 室 、
　 ３ … 内 視 鏡 シ ス テ ム 、
１ ５ … 内 視 鏡 用 カ メ ラ 装 置 、
２ ０ … 集 中 表 示 パ ネ ル 、
２ １ … 操 作 パ ネ ル 、
２ ２ … シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ 、
２ ２ Ａ … デ ー タ 送 出 部 、
３ ０ … リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ 、
１ ０ ０ … 内 視 鏡 、
１ ０ １ … 他 の 医 療 機 器 群 、
１ ０ ３ （ １ ０ ３ ａ ～ １ ０ ３ ｄ ） … リ モ ー ト ス イ ッ チ 、
１ ０ ４ … 絶 縁 ト ラ ン ス 、
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１ ０ ５ … リ レ ー 、
１ ０ ６ … 電 源 コ ン セ ン ト 、
１ １ ０ … Ａ Ｖ 機 器 シ ス テ ム 、
１ １ １ … 表 示 装 置 、
１ １ ６ … 参 照 画 像 格 納 サ ー バ 、
１ ２ ０ … Ａ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ 、
１ ２ ０ Ａ … コ マ ン ド 入 力 手 段 、
１ ２ １ … タ ッ チ パ ネ ル 、
１ ２ ２ … 通 信 ケ ー ブ ル 。 　

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(15) JP 2007-68560 A 2007.3.22



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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